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１．畜産DX技術の選定・導⼊にあ
たって留意すべき⼀般的なポイント

２．搾乳DX技術の選定・導⼊にあたっ
て留意すべきポイント



１．畜産DX技術の選定・導⼊にあ
たって留意すべき⼀般的なポイント



ＤＸ技術導⼊前

（１）収益性の向上
①作業効率の向上（省⼒
化）
②規模拡⼤（増頭）
③1頭当たりの⽣産性の向
上
④最適な経営判断の⽀援
⑤畜産物の⾼品質化

（２）担い⼿の確保
①労働環境の改善
②親元就農のきっかけ
③スキル習得の早期化

（３）アニマルウェル
フェアや畜産環境の改善
①畜舎内環境の測定・制
御
②ふん尿処理の⾼度化
③地球温暖化効果ガスの
抑制

２)⽬標の具体例

１）畜産ＤＸ技術導⼊の⽬標の明確化



ＤＸ技術導⼊前 ３）基礎的なIT等の知識
①機器やアプリケーションの操作に関する知識
②通信・ネットワークに関する知識
③セキュリティ⾯に関する知識
④DXデータを⽤いた分析・判断

４）畜産ＤＸ技術導⼊の費⽤
①ＤＸ技術の本体価格、②付帯施設費、③ランニングコスト、④資⾦の調達、⑤修
理・更新の時期と費⽤
５）畜産ＤＸ技術の機能⾯等
①数値化した⽬標の達成の可能性
②過剰品質
③操作性や運⽤性
④機能のアップデート
⑤他の畜産DX技術と連携
⑥⽜舎の構造、飼養形態や通信環境
６）メーカのサポート体制
①研修や勉強会
②メンテナンスや修理



ＤＸ技術導⼊前
７）DX技術に対するメーカ以外のアド
バイス
①既導⼊農家のアドバイス
②農家と関係機関・団体からなる推進
体制の構築
③DX技術に詳しい⼈材の活⽤

８）DX技術の導⼊

畜産ＤＸ技術導⼊の⽬標の再確認・修正



ＤＸ技術導⼊後 １）ＤＸ技術導⼊後の効果の判定
①技術⾯
②経営⾯
③精神⾯

２）⽬標数値が未達成の場合の対応
①メーカへ状況を説明し対応を相談
②運⽤体制の⾒直し
③DX技術以外の問題点

３）⽬標値を達成しても導⼊後
の経営が悪化する場合の対応
①DX技術導⼊による悪影響
②DX技術以外の問題点

４）導⼊効果の持続とさらなる改善
①導⼊技術の操作と運⽤の習熟度の向上
②効果の⻑期的かつ定期的な検証
③導⼊機器のメーカへの改善要望
④将来に向けた修繕・更新計画



２．搾乳DX技術の選定・導⼊にあたって留意すべきポイン
ト

搾乳ユニット
（⾃動）搬送
装置

⽜訪問型の
搾乳ロボット

⾃動給餌器と組
みあわせて精密
な個体管理が可
能

省⼒・軽労化

群飼養⽜舎を
新築する必要
導⼊コストが
⾼い

⽬的︓搾乳の省⼒化のため搾乳DX技術を導⼊

⽜舎を新築す
ることなく⽐
較的安価なコ
ストで導⼊

対象とする搾乳
DX技術

現状が繋
ぎ⽜舎

可能

⼤幅に可能

規模拡⼤
（増頭）

可能

⼤幅に可能

個体管理

⼀定程度の個体
管理が可能

現状が群飼
養⽜舎

不適

群飼養⽜舎を
新築する必要
なく導⼊コス
トが低い

装置に適合し
いない⽜

少ない

対策が必要



維持or⼦供就農 加齢or減少

⼟地 維持

⽬的 増頭+ 省⼒
+個体管理

増頭+ 
省⼒

軽労化or省
⼒+個体管理

軽労化
or省⼒

不適合⽜ 温存 淘汰

ﾕﾆｯﾄ⾃搬装置
＋

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝﾐﾙｶｰ

搾乳ﾛﾎﾞｯﾄ+
旧ﾊﾟｲﾐﾙ or
搾乳ﾛﾎﾞｯﾄ+
ｱﾌﾞﾚｽﾄﾊﾟｰﾗｰ

ﾕﾆｯﾄ⾃搬装
置＋

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝﾐﾙ
ｶｰ

搾乳ﾛﾎﾞｯﾄ

⽜舎 ⽜舎増改築 
or繋ぎ飼養
⽜舎新築

群飼養⽜
舎新築＋ 
旧⽜舎

繋ぎ飼養旧
⽜舎改造

群飼養⽜
舎新築

搾乳装置

拡⼤可能

現状の飼養形態が
繋ぎ飼養（岡⼭県
畜産協会が作成し
た図を⼀部修正）

労働⼒



現状の飼養形態が
群飼養（岡⼭県畜
産協会が作成した
図を⼀部修正）

維持or⼦供就農 加齢or減少

拡⼤可能 維持

増頭＋省⼒ 軽労化or省⼒

温存 淘汰

搾乳ﾛﾎﾞｯﾄ＋
旧ﾊﾟｰﾗｰ

搾乳ﾛﾎﾞｯﾄ
＋旧ﾊﾟｰﾗｰ

搾乳ﾛﾎﾞｯﾄ

群飼養旧⽜舎改造
＋

群飼養⽜舎新築

群飼養旧⽜舎改造

労働⼒

⼟地

⽬的

不適合⽜

⽜舎

搾乳装置



ご清聴ありがとうございます


